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鹿児島県の竹産業の構造

一竹材の生産@流通@加工の分析一

鹿取悦子 ・岩井吉繍

The Structure of Bamboo Industry in Kagoshima Prefecture 
-The Study of Bamboo Production， Distribution and Processing-

Etsuko KATORI and Yoshiya IWAI 

袈

竹鎖は全限各地に生育しており，かって

ヒ::::.
悶

として，また資材として司常生活や牒梁，漁業

ら:どのiがでは欠かせないものとして身近に侮在していた。また，ぞれらを縮工し にするこ

と としている竹細工麗も全鴎各地にみられた。ところが，現症では竹材・竹製品に代わる

京材や製l誌が普及したこと，輸入品が多く入ってきたことによって， I諸般の!京竹の需要が減少す

るという状況にある。しかしその中にあって鹿児島県は竹材の生産，特にモウソウチク

が多くなっている O 鹿児島県では竹材資源，特にそウソウチクが主主寓に成背しているため，戦後

に半製品。材料の供給地として竹材加工業が形成されてきた経綿がある。本報告では安{師役輸入

品や代袴!日がtU回る iやで、能児島県の竹踏ま誌が，どのように現在まで維持されてきているのかとい

うj誌を繰越とした。伝お，モウソウチクに関して，原竹の生践と加工に注関して分析を行った。

分析に当たっては，鹿児島保の!やでもそウソウチクの生産，加工が織んに行われている北部地域

(川内・加治木地区)を中心に主に煤竹生牒業者，加工業者などの12諜者を対象とした聞き取り

締王誌の結果や文献，統計資料などを用いた。その結果以下のことが明らかになった。(1)鹿児島県

の原竹生躍は定として，県内では加工用の採裂に，除外では農業・漁業悶の矯嬰によって支えら

れていること。 (2)鹿児島県の竹製品加工業者は，別府や京都の竹細工のようにある程度ブランド

化され， J搬入などの高度な技術を用いて手加工で少蛍づっ生皮される製品と，機械な導入するな

どして大;散に生殺される製i511との中間に位践する製品の生態安行ってきたことによって，またそ

れを多品穂生産することによって経営を維持してきたこと。

これら 2)~が鹿見島県の竹成業が現在まで維持されてきた大きな婆悶である。

1叢 鹿児島県の竹材・の全i請における位置づけ

ここでは全国の原竹生波長をの推移と，その仁1:1での鹿児島l壊の位置づけについて述べていく o 1E:

闘の!京竹生設の推移は隠-1の様になっている。

rJJ試竹」とは伐保したあと何も加工を施していない，丸くて背い生のままの竹(符竹)のこと

で， r竹材Jとは，I京竹も含むが，伐採後の原竹を附して・青みを抜いた竹(1磁し竹又は出竹)や，

際竹を縦方向に細く分割した竹(i~U1守)などを含めた設い方である。また，竹材として利用され

る竹はそウソウチク，マダケ，ハチク，メダケなど約17種類にも及ぶが，その中でもそウソウチ
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(年度)
1975 1980 1985 1990 

閣-1 会閣の燦竹~Q主i設と竹材の輸出入汲

ク，マダケはその用途が広く， 1950年から現在まで金生産監の80%以上を占めている。従って，

ここではモウソウチクとマダケの 2つについて取り上げることにする。

悶1:7ヨの竹材の生は1950年代前半には急激に伸び， 1960年にピークを迎える。この製自とし

て，まず悶内での裂の増加が挙げれられる。国内では戦後の復興期において木材の矯裂が増加

し，木材が不足して木材姉格が高騰した。その中で木材の代幣ifhとして竹材・が慌われるようにな

り，諮裂が伸びていった。また，韓国向けの輪出議が増加したことも影響している九

ところがその後， 1972fj;:にかけて大幅に減少し，び1974:年にピークを迎えるが，現在に盗る

まで、生康:泣が漸減していくこと~こなる o このj京間について以下に幾っか取り J二げてみる。

まず， I認内での嬬袈がこの頃から減少していったことが考えられる。石油製品が出現し，竹製
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品が代替品にとって代わられるようになり，例えば，竹尺，簾，家庭用のざる，かご，うちわ，

などがプラスチック製品に代替されるようになった。また，それまでの生活様式が変化すること

で，例えば，壁下材・，竹・担を能うことが少なくなった。また，ほうき，農具としての箕などが機

械にとって代わられ，使われなくなった。このように竹材・竹製品が日本人の生活から蹴速にな

っていくことによって，陣内の幣要が徐々に減少してきた。

また，生産殺が減少していった現象の直接的袈閣となったのは，マダケの…斉開花枯死によっ

て竹資源そのものが減少したことである。竹鎖には開花した株が枯れてしまうという生態的特徴

があるが，この開花が数十年に 1度，一斉に起こるといわれている。マダケの…斉開花枯死は

1960年代後半から始まり，全国に誌がった。マダケは縮工物など用途も多く，当時の生産盤の

70%近くを占めていた為，多くの竹業者は材料の調途が関難になる。またそれまでに，竹林を乱

伐し，放離していたこともあり，館内では良紫な材料が不足していった。またその結果，マダケ

の竹材・竹製15るの低質化が進むことになる。

それと時期が重なるが， 1960年に竹材の輸入が自lおイむされた。 1966年墳からマダケの不足な補

うために台湾，中間から竹材の輸入が始まった。その後は竹製品の輸入も増加し，安価な輸入品

が関内の需要を次第に奪っていくようになる。

次に竹材・竹製品の輸出に|剥して見てみる。戦後，竹材・竹製品は，日本の雑貨輸出の第 l

となり，当時の輪出品に占める割合も多く輸出品の花形であった九これは，世界的に東洋的な

ものが好まれて，東洋的な性格の強い竹製品の諮袈が特に高まったからである。主として韓国に

はのり議獄用の竹材を，アメリカ，ヨーロッパにはずだれや竹細工を中心とした完成品，半製品

を輸出していた。しかし，この輸出好調の波につられて，閣内では竹加工業者が急増し，生産過

剰気味となり価格が低落した。また，過当競争が起こり，…音部!日:でタダ⑮ンピンク

もあつた。これに加え，マダケの良質材が不足し，竹材・竹製品が{品質fむしたこと，東j学的なも

のへの!瞥好が次第に縛れてきたこと，すだれなどの代替品が出現してきたことなど輸出に不利な

条件が重なって，国外での嬬袈も次第に振るわなくなった。その結果，竹材・竹製品の輸出議は

減少した。図-1を見でわかるように1962年をピークに竹材の輪出援が減少している。

このように材料の不足，特にマダケの一斉開花枯死による不足で竹材・竹製品の器質化が進み，

さらには代替品の出現，他国の竹製品の進出によって，関内， I翠外ともに，留産品の擦~が減少

していった。

その後，再び原竹生産のピークを迎えたのが1974年であった。 1973年の第一次オイルショック

でプラスチック製品の代わりに竹製品が一時的に見直されたことや，会図的に広がっていたマダ

ケの一斉開花枯死が収まり，再びマダケが更新してきたため，竹林改良を行って増産したことが

その袈閣である。しかし，これは一時的なものに終わり，その後は随一 lのように現在に韮るま

で閣内の生産盤は落ち込んでいった。

こうした全閣の動きの中で鹿児島県の生産識は図-2の様に推移してきている。麗児嘉照の原

竹生産設は1973年頃までは，現悲の半分以下で推移していた。ところが， 1974年から生産章受が愈

増し，ここ数年横ばい{壌向にある。一方，全閣の生産設が年々減少しているため，鹿児島県の金

属の生藤盛に占める割合は年々増加してきている。

これを表-1の現在の擦別の生産盤で比較すると，全閤のiやでも多い方からJr関に，鹿党島県，

熊本県，大分県，山口j民福岡娯，守二楽県，宮崎践と続いている。竹の生育は最低気温に左布さ

れるため，モウソウチクやマダケの生育にi醸した日本の南西部，特に九州地方に産地が偏ってい

る。その中でも鹿兇島県の生産畿は第 l位になっており，第2般の熊本県の生産畿の 4倍近くに

も達し，他府県に比べてとりわ砂多くなっている。しかも，モウソウチクがその生産量まの大部分
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関… 2 :'Il:閣と1m兇おf誌の煤竹生産設のよ七絞

淡-1 全劉の原竹生産盤:上位10府県(1992)

)
 

aa
、
4UAペヂ(

 
!ぶ竹主主EE;放合計 マダケ全般汲 モウソウチクヨミ腹滋

鹿児島 2，087.6 大分 471.4 際児島 1，462.9 

熊本 553.8 山口 288.6 熊本 522.2 

綴悶 348.4 ぷi二 楽 126.9 術開 310.5 

1l.J Iコ 480.3 鹿児島 119.5 ILJ 日 157.3 

i路知 178.1 淡城 61.0 iWii知 137.6 

宮崎 205.0 楠 岡 36.5 篠崎 135.0 

ヱF 若草 294.4 京都 29.6 千葉 122.7 

京都 141ρ 宮崎 29.0 京都 109.9 

2定城 151.0 熊本 28.9 茨城 90.0 

大分 516.5 路 知 5.6 大分 32.9 

会閣官十 5，798.9 1，568.8 3，505.2 

主主 1:林野庁統計より作成

注2: 1京竹生波数合計鳴には?ダケ モウソウ以外の滋竹も含まれる

を占めてりることがわかる。

その理由のーっとして，他産地では生産賞受の多かったマダケの一斉開花枯死によって，マダケ

が不足したことが考えられる。つまり，これに代わってモウソウチクが代帯されるようになった

ため，モウソウチクの生産議の多い鹿児島県がシェアを伸ばしていったのである。例えば当時檎

要の多かった，建築用の控下材などはマダケからモウソウチクにも代用されている。

また，マダケは全留の原竹生産盤のうち1960年には約70%を占めていたが， 1990年には30%に

未満となり，代わりにモウソウチクは約20%から60%以上に伸びてきている。このことから全国

的に，原竹生産がマダケからモウソウチクに傭っていく中で胞児島県の原竹生産盤が維持されて

きたと考えられるo
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災-2 竹材のJH途と品問
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災-3 モウソウチクの月]途と品目(鹿児島以)

j目途 品目
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これは鹿児島県の竹-鹿識が発展した一つの諸国で

ある。このj誌についての経梼的要閣の詳しい分析は

3殺で述べることにする。その前にここでは鹿児島

県の原竹生肢の特徴を述べてみよう。

竹材には制裂性，弾力性，玲ir鈎性，強靭性などの

性質があり，材J紫認の特

て'それらの特性をi活活かし，装飾品やi道援具具綱として

に多くの加工品が作られている。袋一 2に竹材の用

途を幾っか挙げてみた。竹材を利用した製品は多植

に渡るうえ，段業用，水綾月]，建築用，造劉用，家

庭用，工護用とその用途もたいへん輔が広い。また

それらは生活の中に取り入れられたもの，主主摘と結

びついたもの，企業に取り入れられたものなどがあ

り，我がi却では文化的に関わりが深く，伝統的に使

われているものも多い。鹿児島県で生躍されるそウ

ソウチクの主な用途も表-3のように漁業用，

月1，漣築用器関m，加工用など非常に多種にi度っ
ている。

竹材の用途は…般には建築用，漁業用，操業用が

多くなっている。ところが，表… 4のよ

うに鹿児島保では建築用が少ない代わり

に加工用が!摂生産盤全体 (2，088千束)

の31%で最も多く，次いで1設業用が全体

の23%となって以下，建築m，漁業用，

i遊間j刊と続いている。さらにモウソウチ

クについて見てみると，加工mがよそウソ

ウチク全体(1，463千束)の37%，農業

用が全体の19%，ぬ業用が全体の9%と

なって以下，建築Jf:Jと続いている。聞き

取り翻貨によると，モウソウチクの場合，

加工用は県内の加工業者に出荷され，漁

lまら， gる，筑，でご

淡 2疑 問 |ニド火終日j

I!ゴニニルハウスJTj， Jl芸懇3芝ttlH，悶旋支柱m
m然 m I ノj、~Wr/r ， j羽IHJ

!f1 I潟 IFJ 1:綴，竹崎， 1111:駁

伝統技術則|花総

JJ[I r………1瓦平山仁Iill出;…
I :C 災!日 l]~ 1_..... .L-¥ JIJ Iかご，銘々 lJl!

IH 1. li~_ _ !f:!I_ _ !~J_ j 竺{f~ (者:竺:2~)，管， llil 
スボ…ツmlパット，釣り竿 議出，投策的はそのほとんどが限外に移

[:1: :総兇ぬ県庁林業振興淑資料とHHきi絞り翻資より作成 出されている。

勝児島県は竹類の背に適しており，

竹林関根も1992年では15， OOOha余と全閣の竹林関税のうら約20%そ占めている。筏も太く，ほぽ

全域に生育している。モウソウチクは県内に生育する竹類の中では， i蕗積は鹿児島県の竹林期;僚

の47%，生渡益は70%と最も多くなっている o また!恩内では北部にあるJII内地限，加治木地区で

生成設が約56%な占めており，生成地域が協っている。燦児島県南部にはシラス土壌が多くある

が，シラス土壌でF育った竹は梁らかく，竹材として加工用には適していないことから，シラスニi二

i裂の少ない北部地域に生成Jfuが集中しているのであるo また加工業者も図-3のように川内， jln 

治水地区内に集中して存在している。このように鹿児島県の竹雄業は北部地域が中心地となって

いる。そのほか大I~間半島での生成;散も多いが，賎業m資材が::J~となっている。
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言受-4 /1g児J込県における竹*;j・のm途別供給:lJt(1992) 

(千束)

別途 余波竹 モウソウチク

加 工的 6 5 1 5 4 2 

E基 3庭用 477 2 7 6 

漁業 m 1 6 8 137 

総 策問 298 127 

l底 i務問 107 6 5 

竹決 JH 1 8 1 8 

その if!l 369 298 

語1. 2，0 8 8 1，4 6 3 

移出 3設t 521 ，1 4 9 

注1: JI説児島県庁林業燦興総資料より作成

波 2 その刊JL(土佐1策m消波

2議原竹の生産と流通

我がl丞!の竹林は一般に小規模で分散している。鹿児島

県においても，企竹林関税のうち，約80%が私有林で，

個人所有者の約80%が竹林所有国i絞0.3ha以下と非常に

81 

ctCJ 

占有ど
LL踏ん]ベ〉

() 出。印 lつは IJ!¥省令却す

小規模である。そのため，際竹生産も分散しがちである。 滋-3 地区別にみた鹿児島燃の竹成業

また際竹生肢の担い手である竹林所有者の自伐もあるが，

税論:では筒齢化やタケノコ生践に重さをおいているなどの要閣によって，自{文金踏j議:は少なくな

っている。 fJ脅さ取りによるとグケノコ生康問の竹林から生活~ð れる竹材は加工用などには用いら

れず，近年では原竹より活i誌が)1経くて作業の行-いやすいタケノコ生躍を行う竹林所有者の方が多

くなっている。竹林所有者以外で竹に関わっている業者は生成2・流通・加工.などのうち，鶏つか

の業離を兼ねていることが多いが，主として獄竹の生産そ行っている業者を瞭竹生産業者という O

原竹は 1HZ，2東， 3束…・・・と東単位で取引されている。マダケの場合は科の太さによって 1

東に 1--.....25本合まれるが，モウソウチクの場合は r1東口 1本jとなっている。

原竹生産が盛んな地域では，原竹生産業者は集落ごとに存在し，その集務内で噂!掲の「切子j

といわれる伐採労働者を王手!謁に 1-----5人抱えている。そして 5-----数十軒の竹林所有者と…刑務の

苑資契約し， Jm竹を l来単位で斑い取っている。原竹生残業者は伐採対象となる竹林を予め決め

ておいて，専!議の切子に伐採を依頼する。そして切子に対しでは，伐採して山から道端まで搬出

してきた原竹を 1東幾らかで出来高によって箆金そ支払う。その際，際竹業者自らが伐竹に携わ

ることも多い。また，掠竹生E設業者は切子，段家などが故探して土場へ搬出してきた原竹の築

荷・潔い取りも行っている(土場開い)。このように原竹生態業者は l識者あたり，モウソウチ

クの場合では 1臼60-----100本，年間に数千~数万本のまとまった滋の原竹の生態・集荷を行って

いる。

県内の煤竹生産業者は，受践したぬ業用，農業用，加工用の原竹をjヨ絡にニf本単位で納めてい

るため， ~延期間に大;抵の集荷を必漣とする o また，竹は虫やカピが付着しやすいために，原竹の

まま，つまり生のまま長いf1~保管することができない。したがって，原竹生産業者は必袈なとき

に必裂な数だけ生産するために，受注生成もしくはそれに近い形で原竹生践を行い， J.京竹を生設

してから発注者に納めるまでの過程を迅速に行っている。そのためにも短期間にまとまった践の



82 京大淡線66 '94 

集荷が必要となる。

また，賦竹生競識者は関{すけ対象としての竹林そ常に確保しているが，これは原竹生産にとっ

て議惑なことがらである。というのは，原竹の用途によって求められる竹材の質や，太さが輿な

るため，臨竹生産業者は鰐速に適した材質の原竹がある竹林を見極め，確保する必要がある。そ

のため，版竹生産業者は挽採を行いながらも，たえず伐採に適した新しい竹林そ捜す必裂がある。

また条件の整った竹林の所省者との取引が安定的であるほど，そして伐採する竹林が大きいほど，

安定した，効事の良い有利な伐採が行える。

上記のような原竹~:.ß授業者の中には専業者と兼業者の 2 通りの業者が容在している。原竹の諮

嬰は用途によって時期が異なるため，生康業者は伐採の時期そ選ぶ必袈がある。この竹の鵠裂の

季節性によって，年間を通じて原竹の生臓を行い原竹生躍を専業とするか，策撲をしながら

のうちのある時期のみに生践を行うか，の迷いが現れる。そこでこれらの迷いを詳しく説明す論る

ために，以下に鹿児島県北部地域の原竹の用途の主要なものについて，その本節性1i:見てみよう。

(1) 加工f!1C花器，縦組品，竹器，竹饗，御簾服の半製品)

竹は綿i分や，*分の多い哀のH寺期に伐採されると，虫，カどが発生し易い。このことによって，

ストックしていた臨竹や竹製品に欠航を生じる恐れがあるo したがって一般に加工業者は秋から

冬にかけて伐採された原竹を使用する。しかし加工用の臨竹の中でも季節を11司わず l年中諮嬰の

ある場合もある o 01Jえば，竹替は生産されてから，消費されるまでの期間が続いので，カピや虫

の発生が余りない。また御簾用の半製品は，細身の製品なので防腐剤や防虫剤の授遊性がよく，

薬剤を使うことでカピや虫を妨ぐことができる。このようにあまりカビや虫の発生する恐れのな

い製品に朋いられる原竹は年間を通しての諮袈があり，しかもこれらは 1加工業者あたりの生産

議が大きく，年間 1万本以上の大抵の臨竹を必要とする分野である。

(2) 漁業用(のり・カキ謎殖用支柱)

県内で生産されるのり議殖用の}京竹は，ほとんどが有明海で需要されている。原竹生産殺者は

のり捺殖漁業者がのりの筏を組む 9月慣に向け 7月の終わり墳から 9月の初めにかけて，

に出荷する。この時期に l漁業者あたり数四本の原竹を消費し，高値で取り引きされている。各

原竹生産業者は十数人の漁業者に，合計1，000.......7，000本の原竹を卸している。ぞれが賦竹生産業

者にとって高収入翻になるので，この時期の原竹の用途はのり養殖用に集中する。

カキ謎嫡用の原竹は，鹿児島県内の卸売諜者を通じて広島，間i勾に出荷され，響や締震警の半製

品と同じように年間を適しての溺要がある。 イ践し，保存が利かない符竹を溶いるので，都丹ごと

の注文に対応の可能な生産業者でなければならない。

(3) 操業用(大根子用)

大線干潟の!京竹は宮崎県などの県外で諮裂されている。季節としては11月とその前後の需要に

限られる。

このように原竹の幣袈には，一年中継続するものと，幣裂の季節があってある決まった時期に

のみに限られるものがあ。以上をまとめて表-5に示した。

つぎに原竹の官lli格について触れておくと，一般に原竹の舶i格ば高いブゴからI1簡に下記のようにな

っている。この価格はj京竹の擦嬰の期間，原竹の質，枠の太さによって決まっている。

花器加工用>のり竹議嫡用>大根干し用・竹器加工用>カキ養殖用>御簾用

これらは識者によってij.騒があるものの，諮喪の時期が鋭いほど，また竹の質・太dが制限され

ているものほど高くなっている。最も高い花器加工用は都擦舟の 2'""'3倍の価格になっている。

以上のことを踏まえた上で，専業と兼業の原竹生産業者の生産活動の迷いを述べることにする。
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淡-5 ffJ途別の廃〔竹綴~I時期

7月 6 

漁業矧(のり議鍛治)

目差竣用(大様子liJ

加工ffJ(花総，竹総)

注:測さ取り詰l守政より作成

淡… 6 民{竹全線染者の綴援H怒譲別生ifg:l設とj反竹の矧途

得議主
殺者名 話詰梨l時期 g:ili'Uit(東/年)

鈎j 引b

派梁別 j反ゲTm 途 都道府保名

i掻 {I'. 30，000 加工悶;倒!餓m竹ひど(半製品) 総兇ぬ

通 年 28，000 漁業用;カキ 1 ':1二ビ，ハマチ凝揃m:広島・熊本・例山

イ 7 ~9}~ 4，500 主K(~長JfJ ;のり波高度用 ; 1関l均・佐賀

10~llfJ 2，000 波書室liJ; .大様子しliJ :閥均

計 64，500

j滋年 6，500 力IlIHl:御機用竹ひど(半製品) ， 鹿児，llb

ミ平 ロ
通 年 ~1 ， 500 漁業別;カキ凝鍛m :鹿児ぬ

7~9 月 ~2 ， OOO 漁業m;のり縫JWiJfJ l縮問

計 10，000

i滋 ir:; ~3 ， 0()0 力ILT.m;i調i幾刻竹ひご(半製品) : 11g児島
3送 7~9 月 7，200 漁業用;のり縫封筒m ;熊本・佐賀.'I1民間

ノ、

方IlJ:J羽;花総 :き愛知1・鹿児ぬ9~3R 1.000 
計 11，200

ti. j麗句三 ~1 ， 800 力的:別:j調i燦川竹ひど

ii百年 3，む00 加工m:答斤j :腿児島

7~9R ~1 ， 000 漁業別;のり殺到草刈 ;術IlilJ
叫

3~7 )ヨ ~数00 漁業倒:はせ:1率引日if日
1O~12月 4，000 幾業Jlj:大絞干しJll :宮崎

lO'~ 1 Jヲ J ，500 )111工斤]:誕百納品約 :飽J忍ぬ

9 ~ 3J'J 1，000 主11ユ::'Hi: "1E苦言 鹿児島

設1- 11 ，000 

~~ 12~ 3月 4，00。カ日ユ:Hi:竹若宮 j鹿児ぬ

7~9R 少し 漁業m;のり後五選別 :佐賀・大分
楽ー 4，000 

総:Ilflき取り純資より作成

まず，聞き取り捌査な行った 5業者が生産する牒竹の用途について

る。この殺からわかることは次のことである。

6に示したとおりであ

まず 1点目は，原竹生践を主業とする専業者は，数件の悶途の異なる出持先をj守っていること

である。原竹の枠の太さは，事11採用，竹答用 ，:I:Jキ縫獄の;場合は 1Jミ1寸上で太いほど価格が高

い。…方，のり諮弾{朋の;場合は 8 寸-....1 尺 2 寸に i恨られており，前者に比べて~1I1い蹴竹である。

加工用は織がついていないものが必嬰とされる場合もある O 通常， J.京竹業者は 1ケfiJfの竹林から，

悶町樹となる 1"-' 4年生の竹を残して必要な質・太怠の竹を選んで伐採す漏るo したがって太さ・
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の異なる需要先を持つことによって，竹林にある様々な臨竹を効率よく伐採できるのである。

2点目は専業の!阪竹生産業者は年j簡を過して諮嬰のある，御簾，竹答，カキ縫熔j羽の点める

割合が各業者とも般的に多いことである。つまり年間数千本という大抵の幣嬰がある業者を却先

にもつことで綴;訴の安定化をはかり，主事業者として成り立っている。そして，ある特定の時期に

諮袈が縦られるのり怒殖部の原竹や，材料な光分i吟味して生j潔しなければならない花器加工朋の

版竹など，高{践で取り引きされている原竹を生産することによって高収入源を確保している。ま

た上の原竹の生産に支障をきたさない軍部調内で，それ以外にも注文に応じて，続期的もしくは少

盤の秘文にもjおじている。

このように専業の涼竹識者は年間を通して原竹生態，集祷を行い，被数のを[J先に対応している

中で，カキ諮殖朋，のり議搬用，大線用など鍛タトの需嬰もJ立っている。

兼業の蹴竹生成業者は，年間を通じてではなく，秋から冬の加工用の原竹生践に過した時期に

のみに伐採を行う。繰繁期が!奴竹の伐採に過した時期とき設ならないので農業との兼業は成り立ち

やすく，兼業者は農業との兼業が多い。そして県内の特定の加工業者に卸している。年間の生産ー

も専業者と比べると非常に少なく，すべて受洩生産によって行っている。また，専業の原竹生

産業者や加工業者からi臨時に不足分の注文そ受けることもたびたびあり，原竹生産の補足的な役

鰐をJ丘っている。

32設竹製品の生産加工と流通

本主訟では鹿児島燥の加工業について現荘どのような経営を行っているのかを分析するが，まず

戦前から現在までの加工業の舵史 1f:概観し，ついで、lJln~諜の現在の経慌の仕組みについてそれぞ

れ分析することにする。

3.1 戦前から現在までの加工業の歴史

鹿児島県の加工業の竹製品には生の竹をそのまま加工して製品にする;場合と，一度;武百IJまたは

火であぶることで泊分を抜く打開し」加工を施したものがある。但し， rn問しj加工を施した方

が，告がよい，カどが{すきにくいなどの理由から，現在使われている竹製品の多くはこの「晒

しJ加工を施した物である。

鹿児島県で，戦前からつくられていた竹製品は稿者の方で，モウソウチク:1r，附さずに生竹の

まま，紺iく割いて編み上げた製品で，臨摩半島の方IJ世間地域で盛んにfFられていた。それらは竹

細工の加工業者が多い別府や京都などで作られる I1制しJ加工を施した窓限性の高いものとは異

なり，農業用具や漁業用具など実用的なものが中心で， r荒物Jと呼ばれている。現在でも職人

が年に数問ほど市を開いて，農家向けに販売したり，提裁をまわって宛り歩いているのが見られ

る。県内ではこうした荒物の他に，臓や欝揺iを入れる樽j習の fたがjなども作っていた。

戦後まもなくは問内外の需要が大きかったために，鹿児島県では多くの竹梁者が成立した。劉

内向けには，計算尺の半製品，竹jと竹刀，竹箸，杓子，竹瀞，ずだ、れの半製品・完成品，花器

の学製I忠1・完成品などが大j駄に生j宿されていた。計算尺の半製品は{左賀のリコーや埼三区間，のへン

ミといった大手:iE:業の工場に送り，そこで克製品にされた。すだれの半製品は当時すだれの大陸

地であった大阪の諮問林に，また花器の半製品は東京に送られ，それぞれ完成品にされた。また，

竹製品が輸出品の花形であった頃は，輸出向けにすだれの半製i誌・先成品，釣り竿，竹細工品の

ハンドパックなどを生産していた。

戦後の特徴は， r制竹加工Jという加工行税を合り製品の需裂が多くなったことである。「割竹
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加工」は竹材が態いことを利用して，機械で腐竹を縦方向に分割した長さ数十cm'"'"'数mの長細

い桜状の一次加工品にする工程である。この…次加工品を f鶴竹jという。割竹はずだれ，計算

尺，竹J:x:.，竹刀，竹箸などの製品の半製品として幅広く利用されたり，建築用の境下地材，内接

J材や竹浪の原材料となる。そのため刻竹の需要は多く，割竹のみを加工する割竹加工業者も多く

存殺していた。竹材が躍く，割裂't生に潜むことを利用しているので， r荒物jのように竹材‘に弾

力性があることを利用して手加工で編みj二げるものとは製品の性質が!ì'~なり，マダケよりもむし

ろ太くて硬いモウソウチクの方が漉している。特に九州、iは髄i設で竹の成長に適しているため，他

地方よりも太くて，内j事なモウソウチクが生産される o r割竹lJIJ工Jは機械加こじであるた

も可能となり，輸出向けやi週内向けに火致に生牒されていた。こうした「翻竹加工Jに過した堅

くて，過渡で太いモウソウチクが臨児島県北部に農協にあったからこそ，工場も多く成立するこ

とができたのである。鹿児島践の北部には戦後に，竹材を求めて外部から移入し，割竹加工工場

を始めた業者も多い。

例えば，昭和40年代後半まで計算機の役割を果たしていた計算尺について見てみよう。計算尺

の2大メーカー，へンミ(埼.3i県出子)とリコー(佐賀県佐賀市)に出荷する割竹の下諦ヱ場が

鹿児島県北部地域に 2;制:で10工場あった。この下髄工場に最盛期では900人ほど被路用者がいた

という。

このように，終戦から昭和40年代にかけては，半製品・材料を生産する業者が多く持在してい

たことから，脱党島県ではモウソウチク~基盤とした竹製品の半製品・材料の供給地として加工

業が成立したと王寺えられる。

ところが1970年頃から低価格の韓関，中間，台湾の製品の輸出設が増大し，日本悶内をはじめ，

これまで日本の竹製品の輸出先のシェアーを拡大することになる。また竹製品の代都品の出現に

よって，関内での竹材・竹製品の生産は大きな打撃を受けることになった。腿見島県でも輸出品

であったすだれ，釣り竿，ハンドパックの生産量は減少した。また，閣内で諮裂の大きかった竹

刀やプラスチック製品に代替さ

れていった竹尺などの生産盤も

減少していった。それから1972

年頃から抱取が出現すると，計

算尺の生態は中止された。その

結巣，鹿児島繰の竹加工業者が

どのように変化していったのか

を袋一 7に訴した。

割竹，竹刀，竹饗・杓子，釣

り竿，竹尺・竹単板などの加工

業者の数が減少している。特に

拙竹加工業者は1985年以前は，

すだれ，計算尺，竹尺，竹刀な

どの半製品として制竹を加こじす

る業者が多く布在していたこと

から，現在では大!憾に減少した

と考えられるo 竹刀は安価な輸

入品に押され閣内の生態設は少

なくなっている。現夜残ってい

淡 7 胞児島県の製品駐在別の竹加工業者数

製品総別加工業者
業務数 (年別)

1 9 7 4 1 985 199 3 

花探・竹器・ k;f，~級品 2 4 2 9 2 6 

終的 1 1 5 

竹刀 5 2 

竹幸5・j令子 1 1 

竹号存 3 2 4 

釣りさず 1 3 7 

竹jミ・十'1'1附浜 8 3 

その{也 4 1 

青卜 6 4 6 5 4 5 

ロミ 1: 19741'[:'の加工芸患者は林野ri";竹・タケノコ綴嬰開発制変報告掲よ

り

校 2: 19851:ドの加ヱ染者は内博!と;鹿児島県における竹材;m議室の現状と

i渇題点(鹿児島大)より

注 3: 1993'俸の加工業者は鹿児島以竹jlg業機興会迎合会の名簿より作成

注 4: 1993年の加工業者はiill合会加入者のみである

注 5: 1974年のwu竹加工芸誌者・その他は不明であるが，災際の合計はそ

の不明分>J:加算したものとなる

注 6:拠出は11+$事尺・竹jミ・御自震などの半製品である
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る加工業者も台湾に工場そ設立して生産している。竹饗・杓子加工業者は，割箸がここ数年の関

に輪入されるようになって半分以下に減少した。釣り竿はホテイチクを{史朗するが，代替

品であるグラスファイパーの製品が出国り，大幅に減少した。これらの業者は輸入品や代替品が

出現したことで臨接影響を受け，混在のように業者の数も半分に減少した。地方，花器・竹器・

編組品の加工業者は1974年と比べると現在は増加しているのがここでは注段される。

3.2 現在の加工業者の経営

1993年現在，鹿児島県には竹製品加工業者が45業者いる。これらの業者は「竹7JJ，i竹器.J.

f編組品j，i竹務J，i花器J，i釣竿j，i割箸j，r倒i策用半製品jなどを加工する業者からなる。

そこで加工業者の経営の実態についてより詳しく把鍛するために，今関， 7加工業者に聞き取

り調査を実施し，その内容をまとめたのが茨-8である。以下，表-8に沿って加工業者の経営

を説明していく。

竹製品は離類も多く，…つ一つの製品によって製造過粧や流通が異なり，販路も様々である。

したがって，これらの加工業者の経営を璃解するために，聞き取りをした業者を製品の加工法な

どによって以下のように大きく 3つに類期化した。

I 手加工期 ……「花器j，PlI根Jの加工業者

II 乎加コ工機械力加l日

i則II 機械加工盤躍摺 …一一一 f御簾 (去半iド王製I品詰)汁Jの加3エ:梁者

それでは，まず¥類型ごとの主な製品種類とその製品の技術の特徴を見た上で，各類型の加工

業者の経常について説明する。

I 手加工型

{花器]

花器は懇i遊や茶道』こ花入れとして用いられる。手加工のみで丸竹を簡裂の容器にする。天然の

竹の造形告とそのまま活かして美的感党に訴える製品に仕上げる点などにおいて，高度な技術が必

要なため，数年間修識をした職人が加工している。鹿児島探の職人の技術はもともと京都から

入されたが，鹿児島県の花器は， I明す工程が京都とは…脅s異なっている o f潤し方には可性ソ…ダ

を水に溶かして煮る「水ぬきjと火のよに竹をかざしてヤニが出てきたら拭き取る「火ぬき」と

2積額の方法があり， r火ぬきjの方が位つやもよくなるなど芸術品として貯まれる。鹿児島県

では「水ぬきjが…般的となっており，花器の製造が雄んな京都や愛知県などの「火ぬきJの製

品と比べると幾分価格が低い。

{担根]

;殴棋は丸竹，又は割った竹材をしゅろ織など℃手加工によって組んで作られる。鹿児島県には

戦後になって京都やr!B留から技術が導入された。

また，今回は調査対象としなかったが，花器・樫棋のf也に手加工2授の製品として f編総計!dが

挙げられる。編組品は竹そ割って制11くした後，簿く裂いて，さらに細長い郁状にしたものを繍ん

で容器などにしたものである O 花絡など，いわゆる「竹細工」と呼ばれる。燦児島践ではもとも

と「荒物jを作る職人が，細工用の技術を習得して加工していることが多い。

，B業者いず、れもかつては計算尺の半製品を製指していた業者である。計算尺の製造在

中止してから，それまで持っていた技術または，新しく取得した技術によってこれらの製rfi11

している O

花器加工業者は一般に， A業者のように 2~4 人くらいの家内労働によって少抵ずつ生成して

いるo ぞれに対して日業者は 8人と他の加工毅者に比べて多くなっているが，これは花器加工業
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加工業者の加工品回とその忽]先

加工業者 加工品の員反発

言実 者
麗用

販売 LOT
主要 君主 ( )は製造し・

労働者
u乞n3 自 寄生{部(内) I{j間当たり 卸先 if!J先地域 frll域別割合 類型別の特徴

ている製品名 製品数

A(花器) 4 花著書 6 ， 000~8 ， 000 8 間 堅議問・別府.J支部 (5~60%) 

小充局長聖子・山梨{半製品) (4~50%) 

10，000 2 鱈 人九州燦内 -少量づっ生皮

B (花器・主主絞・竹言語) 8 花告書 1O~20 間 際 金 箆 (63%) -熟練を婆ずる手加工技術

~3 倒 入金隠 (37%) 
手加工捜

主主 綬 2~35万 2~30 造信号業者 (33%) -高級品

H {滋 人鹿児島 (66%) 

枕 Ef袋底全国 -プランド化はされていな

竹ミさ vl 

せいろ 食 堂鹿児島

ノfット 5~6 万 1K崎

c (竹器) 2 2 JEJf窓竹 2，500・3，500 ホテル静岡
-機械化・分業化により，

その他 ホテル静岡
ある程度の量産ができる

D (tt器) 小 物 50~1 ， 000 間 屋別府 (82%) -合板加工など特殊な加工

手加工 (200種) 大阪・京都 (18%) 技術を導入

機械加工

混合裂 E (竹器) 2 0 小 物 500~1 ， 000 問 屋別府 (70%) -多品緩生産

(500~1 ，000穏) 1，000 間 屋京都 (30%) 

I F (忽tmt型綴級品)
-臼舟雑貨品が多い

8 小 物 100~3 ， 000 50~100 間 髭別府 (80%) 

(20種) 京都・東京・大阪 (20%) 
-プランド製品がある

機械加工
G (御簾・司王製品) i 綴F誌とド製品 220 メーカー貝塚

-少ない種類の製品を機械

没 恋 愛
海主主御霊草月3ひご 10 200 メーカー筑後

加工で大量生産
メーカ 2言凶;ff

表-8

CXl 
--:] 主主:開き取り調査より作成
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者の中では例外的に花器の他にも製品を幾っか製造しているからである。

ここに挙げた製品はいずれも，特殊な手加工の技術を必袈とする製品で，加工するには非常に

熟練を~ずる O これらの技術は日本で倍統的に育まれ，長年の問に洗練され，ほぽ完成された物

である。デザインはほぼ決まっているが，職人の数が限られており，少議ずつ':1::鹿されるので製

品に希・少性があり，単怖が数千円~数万円の高僻なものとなる。ほとんどが受校生産で，問屋や

{[¥1人から安定的に注文が入る製品となっている。これらの製品は鹿児島践の竹製品としてブラン

ドが確立されているわけではない。しかし，花器は他産地よりも幾分価格を低く設定することで

に販売され，また組根は主として県内にそれぞれ安定した販売先を確保しているo

II 手加工・機械加工混合型

{竹器】

竹訪れま鰐いことを利用して，木工品のように切る，貼る，削るなどして，部分的に機械加工も

取入れて加工される。この点，竹材の弾力性な利用して編む編組品とは異なる。竹器にはこうし

た加工に過したそウソウチクが使われる。竹の合板を材料に使うなど，高度な接務技術や乾燥技

術を取り入れた製品が多い。スプーンや盛りI氾などの食器が挙げられるo

[蛍脂製編組品]

手加工型の編級品と基本的には工法は悶じであるが，手JJIJ:ζ型の製I払より簡単でデザインもシ

ンプ/レである O 一部に流れ作業または機械加工を散り入れることで多少の抵産化が図られている。

手加工芸Y.の編組品の加工業者が;段脱並立に明り終えたことで，生態されるようになった。

C業者はかつて計鉢尺の半製品を生産していた染者である。その後，合j涯の製造に切り替えて

i見殺のような多種の製品を生産するようになった。 D業者は戦後に創業したが， 20年ほど前から

小物を分梁体ililJで生践するようになった。 E業者は1970年代に，他の工場から独立して創梁したo

F梁者は大正12年に創業したが，当時は手力n工のみの少f室生産であった。 30年程前から議i酸化を

i型り，徐々に機械化を闘っていった。このようにこのタイプの業者は路児島県の加工業の中では

比較的新しい。

従業政数は20人組j立と他のタイプに比べると多く，関見島県の加工業者の中では大手の業者で

ある。 F業者は 8人で、あるが手加工型の繍組i誌を生産している業者に比べると従業員数は多い。

これらの業者の特徴は，ある程度の設立主化を図るために，機械を導入したり， l'乍撲を分業化し

ているが，…ガで労倒力を多く投入して，手力1]工の部分を残していることである。 C""'Fまでの

は，合i阪の加工技術や乾燥技術，特殊なi曲げ加工技術といった鹿児島県の加工殺の中では比

較的新しい技術そ持っていることで，オリジナJレ性のi弱い製品を椴観的にっくり，製品の差別化

を闘っている。 g民1弘開発もほとんど自社で符ーっている。特にC業者は健康足踏竹や下駄の製造特

許をとるなど，独自の技術力によってオリジナル商品を開発することに成功し，独自の販路も持

っている。

技術力に加え，手力rIこじを行っていることで，数十~数百[繍鎖もの非常'に多品縮の製品の開発・

生態そ行っている。このことによって発住者からどのような糠綴の注文を受けても対応でき，ま

た的にも梁軟な対応~可能としている。

このタイプの製品の単価は数百~数千円となっており，手加工型のi認知iなものと，機械加工議

imI!'!の安価なものの中聞に位置している。

次に在IJ先について見てみよう。 C業者は先程述べたように独自の販売経路を持っている。その

他の小物を製造しているひ， E， F業者は製品の 7""'80%を小物の躍i世間躍である別府に卸して

いる。別府には竹製品を濃密に取り揃え，全国に販路を持っている大きな問躍が多い。これらの

は，取り扱い品数が多く，かっ販売力のある間践に卸すことで，販路を服保している。
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，別府の間践のi潤では，国政611に比べて時価格の輸入品を中間などから仕入れている。輸

入品を中心に扱う業者がいまや大半を占めている。

1) 輸入品はコンテナで大;設に送られてくるため，販売 LOTが 1商品あたり 1，000個以上と

大きい。

2) 中閣の加工業者は，新しい謝品を開発することはほとんどなく，日本ですでにある程度の

シェアがあり，大設の販苑が保証されている商品を生産している。

このため， D， E， F業者のように小物を作る染者は，中関などとは異なる数十~数荘極鍛も

の多品離の製品を開発し，それを50'"'-'1，000倒ずっさk践することによって経営を維持している。

これらの業者は計算尺などの生牒が中止される中で新しく組こり，現夜，鹿児島燥の大手企業

に属するのはこの手加工・機械加工混合型の業者となっているo

問機械加工;数藤型

(半製品川

路児島県では，半製品として生産し，メーカーに出荷していることが多い。劉竹の陣みの部分

会3枚の簿い較に分けるようにはぎ，その薄。い板から細いひどを伊る。半製品にするまでは機械

加工によって行っている。近年ずだ、れの鴇裂が減少したことや低価格の輸入品が入ってくるよう

になり，以前から製治していた大衆PHのすだれから， I高級な榔繁用の原料の生産が中心になって

きているo

G業者は上記の理由てが， 4， 5年前の 3分の 1になった。そのため従業員も減少し，

現在7人となった。

既に挙げた御簾月j半製品の{也に，機械加工捻腹摺にはi問答も挙げられる。割箸は年間，数万本

という大裁の煤竹を消費して生離されていた。ところが中間から低嫡格の割箸が大揺;に輸入され

て，内では生鹿業者も生践設もここ 2，3年間の間に減少した。最近では，…部で割箸よりも

単舗の潟い箸が製造されている。

これらの加工品は単価が低く，年間に数万本の涼竹を消費して生産される，大;段生産IE告である。

鹿児島絡ではもともとすだれや害u帯の他に計・鋒尺，竹jそなどを大設に生産しているこのタイプの

加工業者が多かったが，代替品や輸入品が出現する

ことで大i憾に減少してきた。そして現在残っている

これらの加工業者も輸入品の影響で低迷しており，

その中で，…部の業者は単{限の高い製I協の製造を指

向することで経営を維持している。

戦後の鹿児島県ではずだれや計鉾尺など大援金麗

品をと生践すること℃竹製品の加工業が成長してきた。

ところが輪入品や代替品が出現してきたことによっ

て生態を維持ナることができなくなった。そし

加工型，手加工・機械加工混合型という鹿児島県の

中では新しいタイプの加工業が浮上した。表-7の

ところで述べたように現夜これらの業者数は多く，

また茨-9で訳すようにその出荷額も多くなってい

る。

手足 9 鹿児島県内の築総別業者数と出荷額

(1百90fjoJ3r)

業 総 業者数 出荷綴(千円)

JjjWr':l~ll定策 2 7 5 6 2，0 0 0 

Jl立竹鈎]宛業 1 7 3 8 6，4 0 0 

守主力nこζ製・ 71話会主目 2 7 1，4 8 4，5 0 0 

長~~器材製巡淡 8 7 0 7，0 0 0 

刺殺製造業 1 2 3 0 3，0 0 0 

釣学製造業 7 2 4 0，0 0 0 

その{也 8 4 5，0 0 0 

百十 106 3，7 2 7，0 0 0 

注 1:総児島然庁林紫綬s<'!J係資'料より作成

主主 2:滋合型とは手加工・機械滋合刻を指す

注 3:その他は竹刀，竹宇奈，現在，溺'符など
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4 ま と め

わが閣の原竹生産は1960年頃までは接んに行われていた。当時は閣内で竹材・竹製品を日常的

に消費し，他方，海外にもかなり輸出されていた。また，その生践はマダケが大部分を出めてい

た。ところが，輸入品が進出したこと，代替品が出現したこと，マダケの一斉開花枯死が企図的

に広がったことで関内の生競鐙が減少していった。しかし，この中で，鹿児島県ではモウソウチ

クの生肢を主としながら生産裁を維持してきた。鹿児島県のモウソウチクは主として県内では加

工用，操外では農業用，総業mの諮裂に支えられている。そこで鹿児島県の竹産業が現在まで維

持されてきた理由を原竹生態，加工の聞からまとめると以下のようになる。

!京竹生態は原竹生産業者が伐採労偶者である切子を数人耀い，一年開に数千~数万東のまとま

った裁の生践を行っている。また，原竹瀦裂の季節性から，これらの原竹生燦業者には，専業と

兼業の業者が謀殺している。

毒事業の原竹生産業者は，1)多積額の用途を卸先に持つことによって，竹林にある様々な太さ・

繋の原竹を効率よく伐採することができる の年問機聾のある，竹箸，斜l飯沼半製品などの加工

用，カキ議離朋などのぬ業問の原竹を生産することで経営の安定住な関り，かっ単僻の高い花器

用などの加工品，のり縫搬用などの原竹を季節的に生産することによって高収入念得ている。こ

うして専業として成り立ち，年間生産できることで，漁業用・燥業用の県外の欝援にも対応して

いる。また柴識の原竹生産業者は主に季節的な諮嬰となっている加工用の原竹の生躍な行ってい

る。つまり，原竹諮嬰のi設も需要の多い加工用の原竹については，年間需要のあるものは専業者

が，季節的な諮裂のあるものは専業者，兼業者の開方がそれぞれ生濯をっている。操業用，漁

業用の原竹の生践は専業者が主たる担い手となっており，県外の幣袈をも満たしているo

，鹿児島県の竹材加工業は，戦後になって技術が導入され，新しく飛躍的に伸びたと考え

られる。特に戦後になって始められたのは，製品にする過程で割竹加工を行うことであり，また

それらは大主量生産型であった。鹿児島際北部にはそれらの加工に過した，太くて盤くて迎誼な竹

材が盟寓にあったことから，工場が集中して存夜していた。下舗けのI場も多く，半製品・材料

供給地と加工業が成立した。ところが輸入品，代替品が出回ってきたことで経営の転換を鴎らざ

るを得なくなった。ある業者は高度な手加工技術で叩備の商い高級品の生成へ(手加工製)と，

またある業者は機械を導入するなどして，ある程度の設産体制は維持しながら，手加工をも行う

ことで多品離の生産へ(乎加工・機械加工協合型)と移行してきた。前者は高度な手加工の技術

が必要であること，日本独特の奨的感覚が必援なことから，輸入品と競合しなかった。ただし，

鹿児島県の場合は特にブランド化しているわけ℃はないので， 1，誌側格で販売することによって京

都や別府などの製品との競合を避けているo 後者はある総撲の設立主化は図っているものの，輪入

品よりは少量宝生産で，自社の開発する製品をと多品穂企躍することで、輸入品との競合を避けてきた。

つまり，もともと中心的な存在であった，機械加工数産型の加工業者は輸入品との競合を避ける

形で，上部の 2つのタイプへと移ってきた。こうして花器・竹器・編組品などの守主力nI型や手加

工・機械混合却の業者数が現夜では多く，これが中核をなしているのが蹄児島県の竹援業の特徴

である。
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Resume 

Bamboo can be found anywher‘邑 inJapan. ln the pa日t，it was llsed daily for hOllsing materials， utensils， 

註griculturaland fish巴ryimplements and so on. There were many people who made their・livingby making 

sllch llt巴nsilsand implements.Bamboo had a c10se r巴lationto ]apanese life. But the volllme of bamboo 

production in Japan has decreased in th日 recentseveral decades， as plastic and metal have become popu-

lar・日ndtaken its place. Many bamboo products are imported from China and other countries. Despite 

this situation，bamboo production in Kagoshima pr巴fectureis sti1l active now， and its share is the largest 

in ]apan， espccially in the production oi MOUSOUCH!KU (Phyllostachys heterocyc1a)ー Thispapcr discus-

ses how th栓 bambooindustry in Kagoshima pref. has been sustained. One of the r古asonsis that P. 

heterocycla is widely distributed there_ And furth巴r，economic reasons are analysed by hearing research， 

statistics and monographs. Th巴 hearingresearch was done for 12 p巴oplewho workcd at harvesting bam-

boo and at processing bamboo products，日spcciallyin lhe northern part of Kagosima pref.， Sendai and 

Kajiki area. Conc1usions are as fo11ow8. 

(1) The c1emand for the bamboo of Kagaoshima pref. is seasonal 01' inconstant， mainly for proccssing in 

Kagoshima pr日f.and for fishery and aguricullulで outof K註goshimapr・ef.

(2) Bamboo proce昔話in思 in Kagoshima pref. is diff日r巴ntfr・omsmall 8ize production by skilled hanclicraft 

01' maS8 production by machine or a large labor force. It is a“miclclle"日izeprodllction lIsing hand and 

machine， and processing various products. 

This is why these prodllcts can avoid both competition with imported products of larg巴qllantitiesfrom 

Asian countr・iesancl with th臼c10m昔日tictraditonal products requiring high skil1 to proc日S8.




